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今月の主な内容

■天皇・皇后両陛下　行幸啓� Ｐ２
■まちの未来の話し合い� Ｐ４
■大山崎町出前講座� Ｐ６

両陛下、大山崎町を訪問
6月24日月に行幸啓を受けました。
【関連記事は2ページ～3ページに掲載】



広報おおやまざき3 2広報おおやまざき

行
幸
啓
と
は
…

　
行
幸
と
は
、
天
皇
が
外
出
す
る

こ
と
。
皇
后
、
皇
太
后
、
皇
太

子
、
皇
太
子
妃
の
外
出
を
行
啓
と

い
い
、
行
幸
と
併
せ
て
行
幸
啓
と

い
い
ま
す
。
単
に
行
幸
啓
と
い
う

と
、
天
皇
と
皇
后
が
一
緒
に
外
出

す
る
こ
と
を
指
す
場
合
に
多
く
用

い
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は

じ
め
と
し
た
皇
族
の
方
々
は
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
の
お
見

舞
い
の
ほ
か
、
全
国
的
な
規
模
の

各
種
大
会
へ
の
出
席
や
地
方
事

情
、
福
祉
、
文
化
施
設
な
ど
の
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
大
山
崎
町
に
お
越
し
に

な
っ
た
の
も
、
地
方
事
情
の
視
察

の
た
め
で
す
。

行
幸
啓
の
目
的

　
今
回
の
行
幸
啓
の
目
的
は
、
京

都
市
で
行
わ
れ
た
第
11
回
世
界
生

物
学
的
精
神
医
学
会
国
際
会
議
開

会
式
へ
の
ご
臨
席
、
お
よ
び
地
方

事
情
の
視
察
を
す
る
た
め
で
す
。

　
６
月
22
日
土
〜
25
日
火
に
、
京

都
大
阪
間
を
３
泊
４
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
視
察
。
22
日
土
、
23
日

日
の
２
日
間
で
、
妙
心
寺
の
雲
龍

図
や
完
全
な
姿
で
現
存
す
る
唯
一

の
公
家
屋
敷
で
あ
る
冷
泉
家
住
宅

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

　
24
日
月
に
大
山
崎
町
に
到
着
。

聴
竹
居
を
訪
問
さ
れ
た
あ
と
、
昼

食
を
役
場
で
召
し
あ
が
り
、
午
後

に
は
大
阪
へ
入
ら
れ
ま
し
た
。

⑤白バイなどの先導車両が到
着すると、周囲の空気が緊張
し始めました。　①③何度も
立ち止まり、沿道に集まった
皆さんに、丁寧に手を振る両
陛下。　②階段を上る際、体
を支えるために手が添えられ
ると、歓声が大きくなりまし
た。　④役場前だけでも、発
着をあわせると1,000人を超
える方が両陛下を一目見よう
と集まりました。中には感極
まって泣き出す方も。　⑥両
陛下はお帰りになる際も、笑
顔で皆さんに手を振っていら
っしゃいました。

大山崎町に初来訪

天皇・皇后両陛下 行幸啓
６月24日月に大山崎町にお越しになりました

③

①

④

②

⑤

⑥
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ま
ち
の
将
来
計
画

○ 

都
市
計
画
税
の
使
い
み
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
複
合
型

施
設
の
建
設
に
は
反
対
。
水
道
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
使
う
こ
と
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
箱
も
の
建
設

に
は
反
対
。

○ 

複
合
型
施
設
の
建
設
に
費
用
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、

今
あ
る
施
設
を
で
き
る
だ
け
長
く
有
効
活
用
し
て
ほ
し

い
。

都
市
計
画
税
導
入
に
つ
い
て

○ 

都
市
計
画
税
の
導
入
は
、
２
年
前
の
町
長
選
挙
の
と
き

の
公
約
に
な
か
っ
た
。
再
度
、
選
挙
を
し
て
住
民
の
信

を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

○ 

都
市
計
画
税
導
入
の
是
非
を
、
住
民
投
票
で
決
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

○ 

府
営
水
道
の
導
入
と
、
水
道
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
が
財

政
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
複
合
型
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
、
そ
の
内
容
や
時

期
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
（
歳
出
）
で
は
、
下
水
道

事
業
会
計
に
約
１
億
２
，
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
繰
り
入
れ
は
、
本
来
は
都
市
計

画
税
を
財
源
と
す
べ
き
下
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の

借
入
金
の
返
済
の
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
は
、
約
１
，

９
０
０
万
円
。
な
お
、
水
系
ご
と
に
異
な
る
府
営
水

道
料
金
の
平
準
化
と
、
基
本
水
量
の
見
直
し
は
京
都

府
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
府
道
の
狭
い
場
所
（
円
明
寺
バ
ス
停
付
近
）
を
拡

幅
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
名
神
高
速
道
路
横
の
跨

線
橋
（
天
王
山
古
戦
橋
）
を
上
下
通
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
名
神
か
ら
円
明
寺
が
丘
団
地
ま
で
の
町
道

１
号
線
を
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

き
た
い
。

○
町
道
１
号
線
の
整
備
は
必
要
な
の
か
。

○ 

都
市
計
画
税
を
導
入
す
る
な
ら
、
住
居
表
示
（
※
１
）
の

実
施
を
お
願
い
し
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
さ
れ
た
意
見

や
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
※
１
）
住
居
表
示
と
は
、
町
内
の
住
所
を
土
地
の
地
番
に
よ
る
表
記
で
は
な
く
、

わ
か
り
や
す
い
表
記
に
変
更
し
て
行
う
も
の
。
例
え
ば
、
大
山
崎
町
字
円
明

寺
小
字
夏
目
３
番
地
な
ら
ば
、
大
山
崎
町
円
明
寺
２
丁
目
３
番
４
号
な
ど

▲資料やパワーポイントを使いながら、説明を行いました

都
市
計
画
税
条
例
案
を
否
決

〜
町
議
会
６
月
定
例
会
〜

　
６
月
定
例
会
で
の
最
終
本
会
議
に
お
い
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て
提
案
し
た
都
市
計
画
税
条
例

案
は
、
反
対
８
、
賛
成
２
、
退
席
１
の
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
否
決
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
課
税
実
施

は
極
め
て
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
都
市
計
画
税
が
ど
う
し
て

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
税
条
例
の
再
提

案
に
向
け
て
議
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

否
決
と
な
っ
た
都
市
計
画
税
条
例
案
の
概

要
と
は

 

課
税
対
象
＝�

市
街
化
区
域
内
（
※
２
）
の
土
地
お
よ
び
家
屋

 

税
額
＝�

土
地
・
家
屋
の
課
税
標
準
額
×
税
率
０
・
25
％

▲ 天王山の一部と河川、河川敷以外は市街化区域となり、
課税の対象地域です

（
※
２
）
左
図
の

□
内
が
市
街
化
区
域
内
で
す

　
公
約
で
は
都
市
計
画
税
の
導
入
は
掲
げ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
申
し
あ

げ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
人
件
費
の
抑
制
や
町
有
地
の

売
却
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
の
財

政
状
況
を
十
分
に
考
え
た
と
こ
ろ
、
町
の
将
来
の
た

め
に
も
今
、
都
市
計
画
税
の
導
入
が
必
要
だ
と
判
断

し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
税
の
導
入
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
住
民

投
票
で
は
な
く
議
会
で
決
定
し
て
い
た
だ
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

まちの未来の話し合い
タウンミーティングを開催しました

　広報おおやまざき号外「都市計画税で未来をつくる」を町内に全戸配付し、4月
18日㊍～ 5月18日圡に計10回のタウンミーティングを開催。タウンミーティング
のなかで参加者の方から出された意見や質問、要望について内容をまとめました。
　今回は、とくに広報おおやまざき4月号で掲載できなかった項目を中心にお知ら
せします。
 問＝企画財政課企画調整係　☎956－2101（内380）

開催日 開催場所 参加者数

４月18日木 南円明寺が丘自治会館 11人

　　20日土 中央公民館ホール 13人

　　22日月 下植野南集会所 ４人

　　24日水 円明寺会館 ６人

５月２日木 円明寺が丘自治会館 24人

　　８日水 下植野団地集会所 11人

　　10日金 大山崎ふるさとセンター 11人

　　14日火 円明寺が丘自治会館 18人

　　16日木 下植野集会所 ９人

　　18日土 中央公民館ホール 10人

計 117人
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Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

□
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6広報おおやまざき

　　�講座メニューを更新�　　

大山崎町出前講座
問・申込先＝ 企画財政課企画調整係

☎956-2101（内313）

　
町
内
の
団
体
が
主
催
す
る
集
会
な
ど
に
町
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、

講
座
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た
町
政
の
説
明
や
、
講
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

の
ほ
ど
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
平
成
25
年
度
版
に
更
新
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

出
前
日
時
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
の
間
の
２
時
間
以
内

出
前
場
所
＝
申
込
者
が
主
催
す
る
集

会
な
ど
の
開
催
場
所（
町
内
に
限
る
）

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

10
人
以
上
の
団
体

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
14
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
上
記
申
込
先
ま
で

講座メニュー
1.町政のしくみ

�講座名 �主な内容
議会のしくみ 議会運営、議員活動、請願、陳情の取り扱い
行財政改革について 町の行財政改革の取り組みについて
情報公開と個人情報保護につ
いて 情報公開制度、個人情報保護制度の概要について

協働について 住民参画のまちづくりについて
バリアフリーについて バリアフリーに関する取り組みについて
予算のしくみと財政の状況 町予算のしくみと町財政の現状と課題
選挙について ①選挙のしくみについて　②過去の選挙の状況について

監査のしくみ 監査委員制度の概要・役割・職務内容・結果の公表などに
ついて

町税の種類としくみ 町税収入について（種類と概要）
戸籍・住民票について 戸籍とは、住民票とは
町の会計 町の会計業務について

2.福祉・健康
�講座名 �主な内容

介護保険制度の概要 介護保険制度
健康保険制度の概要 ①国民健康保険制度　②後期高齢者医療制度

健康づくり ①子育てに関すること　②健康に関すること（子ども、大人、
高齢者）　③介護予防について

福祉制度の概要 ①障がい者（児）福祉制度　②生活保護制度
③児童福祉制度

3.くらし・環境
�講座名 �主な内容

循環型社会の構築 ゴミの分別・リサイクル
水道事業の概要と財政状況 水道事業の概要と財政状況などについて
下水道事業の概要と財政状況 下水道事業の概要と財政状況などについて

�4.まちづくり
�講座名 �主な内容

まちづくりと都市計画 道路、公園事業などと都市計画について

5.教育・生涯学習・文化
�講座名 �主な内容

大山崎町の学校教育 学校教育の取り組みについて
生涯学習のすすめ 生涯学習の考え方、事業の具体的な内容
町内の文化財 町内に所在する文化財や史跡について
歴史資料館で地域を学ぶ 地域を知るなかで、資料館の活用方法を学ぶ
地域の古文書を読む 大山崎、円明寺、下植野の歴史を順に学ぶ

6.消防・防災
�講座名 �主な内容

災害に備えて ①災害時の避難場所、自主防災組織について　②町の災害
対策と家庭・地域での取り組みについて

※ 上記メニュー以外にも、希望があれば相談に応じます。申込書は役場３階企画財政課（32番窓口）に置いています。また、町ホー
ムページからもダウンロードできます

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

―
台
風
に
備
え
て
―

　
台
風
は
毎
年
の
よ
う
に
各
地
に
上
陸

し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

台
風
が
発
生
す
る
と
、
台
風
に
関
す
る
情

報
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
一

斉
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
を

有
効
に
活
用
し
、
ひ
と
り
一
人
が
十
分
な

対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

台
風
豆
知
識
―
雨
の
特
性
―

　
台
風
は
垂
直
に
発
達
し
た
積
乱
雲
が
、

台
風
の
眼
の
周
り
を
壁
の
よ
う
に
取
り
巻

き
、猛
烈
な
暴
風
雨
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

眼
の
壁
の
す
ぐ
外
は
濃
密
な
積
乱
雲
が
占

め
、
激
し
い
雨
が
連
続
的
に
降
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
外
側
２
０
０
〜
６
０
０
㎞
の

と
こ
ろ
に
は
、
台
風
の
周
り
に
渦
を
巻
く

よ
う
に
帯
状
の
降
雨
帯
が
あ
り
、
断
続
的

に
激
し
い
雨
が
降
っ
た
り
竜
巻
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　
シリーズ
救急救命最前線

出血時の対応
　多量の出血を起こしている傷病者は、速や
かに止血手当を行う必要があります。
　成人の血液量は、体重の約８％。血液は全
身の細胞や臓器の機能を維持し、生命維持に
欠かせない役割を担っています。血液量の20
％を急速に失うと、失血性ショックを起こし、
30％以上を失うと生命に危険がおよぶといわ
れています。

基本的な止血法―直接圧迫止血法―
①出血部位を確認
② きれいなガーゼやハンカチで、出血部位を
圧迫
注意！
○ 血液に直接触らないように、ビニール袋な
どを手にかぶせて行なってください
○ 太い血管からの出血で、片手で圧迫しても
血が止まらない場合は両手で体重をかけな
がら圧迫してください
○ 細いひもや針金で縛ると、神経や筋肉を損
傷する場合があるので、行なってはいけま
せん

　止血が困難な
場合や、大量に
出血している場
合は、迷わず救
急車を呼んでく
ださい！

　
暖
か
い
湿
っ
た
空
気
が
台
風
に
向
か
っ

て
南
の
海
上
か
ら
流
れ
込
む
と
、
日
本
付

近
の
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
大
雨

と
な
り
ま
す
。
雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
台
風
の
多
く
は
、
台
風
自
体
の

雨
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
前
線
の
活
動

が
活
発
化
し
て
雨
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。第

７
回
乙
訓
消
火
技
術
競
技

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　
乙
訓
地
域
に
所
在
す
る
事
業
所
な
ど
で

初
期
消
火
の
技
術
を
競
う
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
＝
10
月
11
日
金
午
後
１
時
〜
４
時
30

分
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
＝
ニ
チ
ユ
三
菱
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

（
株
）総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
日
本
輸
送
機

（
株
）総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

長
岡
京
市
勝
竜
寺
14

種
目
＝
①
消
火
器
競
技（
１
チ
ー
ム
２
人
、

男
女
部
門
別
）

②
屋
内
消
火
栓
競
技
（
１
チ
ー
ム
３
人
）

対
象
＝
乙
訓
二
市
一
町
に
事
業
所
な
ど
が

あ
り
、
自
衛
消
防
隊
を
組
織
し
て
い
る
と

こ
ろ

申
込
期
間
＝
８
月
１
日
木
〜
23
日
金
の
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問
・
申
込
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
　
☎
９
５
３
―
６
０
４
２

９
５
３
―
１
１
９
１

普
通
救
命
講
習

　
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
）
▼
A
E
D
の
取
扱
い
▼
止
血
法
▼
そ

の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
無
料

と
き
＝
８
月
18
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
消
防
署
２
階
訓
練
体
育

室定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
＝
８
月
16
日
金

申
込
方
法
＝
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置

い
て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
左
記
ま
で
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

救急現場からのメッセージや、
救急症例などを紹介します。
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まちの話題

TownTopics□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Survive
シリーズ防災　総務課危機管理係　☎956-2101（内324）
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ろ
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ー
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室
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□
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□
　
ま
ち
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話
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n  Topics

□
　Inform
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□
　
伝
言
板
　M

essage

Relax
中央公民館図書室だより

まちの話題

6

6

16

28

第14回　公サ連まつり

第27回　子どもと親の集い

暑さに負けない元気で

渡るのは、左右を見てから！

　６月15日土～16日日の２日間で開催された公サ連
まつり。中央公民館でサークル活動をしている皆さ
んが、日ごろ練習の成果を発表しました。
　梅雨の合間ということもあり、ムシムシとした気
温に、和太鼓つくどんなど体を大きく使って発表す
る皆さんは汗が止まりません。中央公民館のそれぞ
れの場所では、展示だけではなく、ＰＣメゾンのく
るみボタンのアクセサリー作りなど、子どもたちが
楽しめる体験型の催しも用意されていました。
　毎年企画されているスタンプラリーは今年も大好
評。大人から子どもまで楽しめるイベントになりま
した。

　大山崎町民生児童委員協議会子ども未来部会が主
催する、子どもと親の集い。今回のテーマは交通安
全です。
　交通安全教室の先生である向日町警察署の警察官
の方と腹話術人形ケンちゃんのやりとりに、子ども
たちは興味津々。ケンちゃんに安全な道の歩き方を
教えてもらいました。中央公民館のホールには道路
と横断歩道が登場。安全な横断歩道の渡り方を実際
に体験する際、警察官の方から「渡るなら今でし
ょ！」と流行りのフレーズが飛び出すと、お母さん
たちから笑い声が聞こえてきました。

6 16
第16回　ママたちのリサイクル＆手作り市

ひろびろリサイクル市場
　50店舗ほどが立ち並び、さながら大きな市場のよう
な雰囲気の名神高速道路高架下の多目的広場。この日、
行われていたのは、今回で16回目をむかえたママた
ちのリサイクル市です。多くの人が行き来する中央の
通り道は広く、ベビーカーを押しながらでもゆっくり
とお店を見て回ることができます。
　服やおもちゃ以外にも、手作りのアクセサリーやエ
コバッグなども出品されていました。
　子ども連れのお父さんやお母さん、「孫の服を見に
来た。」というおじいちゃん、おばあちゃんなど客層
はさまざま。すぐに大きくなるお子さんの服、リサイ
クル市で探してみてはいかがでしょうか？

vol.3

特別警報が発表されたら

　特別警報が出された場合、数十年
に一度しかないような非常に危険な
状況にあります。ただちに安全な場
所へ避難するなど、命を守るための
行動をとってください。
　町では避難勧告・指示を発令し、
町防災・防犯情報メールや広報車に
よる巡回放送、テレビ（地上デジタ
ル放送）などでお知らせします。
注意！＝町の防災・防犯情報メール
の 登録方法は毎月の広報誌最終面の
カレンダー欄に掲載しています

特別警報とは

　気象庁はこれまで、大雨などで災
害の起こるおそれがあるときに、警

報を発表して警戒を呼びかけてきま
した。
　８月30日からは従来の警報に加え
て、甚だしい大雨や超大型の台風な
どで重大な災害が発生する危険性が
高まっていることを伝え、特別な警
戒を呼びかけるために、新たに「特
別警報」が発表されることになりま
した。
　特別警報の詳細は、気象庁のホー
ムページでご確認ください。

「特別警報」の発表が始まります！

　特別警報の対象となるのは、「東日本大震災」、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成23年台
風第12号の豪雨」や、我が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風の高潮」などの、重大
な災害が発生する危険性のある現象です。

８月29日㊍８月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 ₁₀：₀₀～₁₆：₄₅
圡㊐祝 ₁₀：₀₀～₁₆：₁₅

☎₉₅₇－₁₄₂₁図書室
（公民館内）

　図書室には、“第59回　青少年読
書感想文全国コンクール”の課題図
書、全18冊を揃えています。また、“第
43回　お話を絵にするコンクール”
の選定図書を、一部所蔵しています。
ぜひご利用ください。
　課題図書、選定図書の貸出期間は
１週間です。より多くの方にご利用
いただけるよう、ご協力お願いしま
す。

課題図書などの利用について

やさい歳時記

日常生活の中で、薄
まりつつある季節感
を取り戻させてくれ
る身近な存在―野
菜。料理と器の調和
が目にも美味しい、
レシピ集です。

長尾 智子／著
集英社

こおり

氷の中に見える白い
ところや小さい泡の
正体は？　色のつい
た氷を作ることはで
きますか？　海流は
なぜおこるのか？　
―ひみつを解くカギ
は氷が持つある性質
にあります。
前野 紀一／文　
斉藤 俊行／絵
福音館書店

心
姜　尚中／著　集英社

リボン
小川　糸／著　ポプラ社

生命の逆襲
福岡 伸一／著　朝日新聞出版

ネットワークビジネス９の罠
ハマる人、ハマらないで成功する人

マイク・カキハラ／著　ビジネス社

うどんのうーやん
 岡田 よしたか／作　ブロンズ新社

メガネをかけたら
 くすのきしげのり／作　小学館

有松の庄九郎
 中川 なをみ／作　新日本出版社

チャーシューの月
 村中 李衣／作　小峰書店

一般書 児童書

特別警報
重大な災害が発生するおそれが
著しく大きいときに発表

警報
重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

注意報
災害が発生する

おそれがあるときに発表
小

大
災
害
の
危
険
性従

来

新


